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１．背景と目的 

これまでの都市づくりは、社会経済の発展や人口増加など、いわゆる右肩上がりの環境変化

を見込み、市街地の拡大を基調として進められてきました。しかし、今後、急速な人口減少が

見込まれており、拡大した市街地のまま人口が減少すると、居住の低密度化が進み、一定の人

口密度に支えられてきた医療・福祉・子育て支援・商業等の生活サービスの提供が将来困難に

なりかねない状況にあります。 

また、高齢者が急速に増加することで医療・介護の需要が急増し、医療・福祉サービスの提

供や地域の活力低下が懸念されています。 

さらに、公共施設などの社会資本の老朽化が進行しており、老朽化への対応も必要となって

います。 

このような中で、国においては、「高齢者でも出歩きやすく健康・快適な生活を確保するこ

と」、「子育て世代などの若年層にも魅力的なまちにすること」、「財政面・経済面で持続可能な

都市経営を可能とすること」、「低炭素型の都市構造を実現すること」、さらには「災害に強い

まちづくりの推進」など、都市づくりへの今日的なニーズに対応するため、平成26(2014)年に

都市再生特別措置法（平成14年法律第22号）を改正し、行政と住民や民間事業者が一体となっ

たコンパクトなまちづくりを促進するため、立地適正化計画制度を創設しました。 

栄町においては、住宅団地の計画的な整備により、昭和55(1980)年から人口が急激に増加し

ましたが、平成７(1995)年をピークに減少に転じており、このまま人口が減少し、居住の低密

度が進んだ場合、医療・福祉・子育て支援・商業等の生活サービスの提供が、将来困難になる

ことも想定されます。また、道路や上下水道などのインフラ施設の老朽化も進みつつあり、生

活や生産などの様々な都市活動を支えていくための整備・維持管理費用は、今後さらに増大し

ていくことも想定されます。 

このような背景を踏まえ、栄町においても町の活性化、定住・移住の促進に向け、「にぎわ

いの創出に向けた都市づくり」「雇用の場の創出に向けた都市づくり」「居住地の受け皿づくり

拡大に向けた都市づくり」を都市づくりの目標とする「栄町都市計画マスタープラン」を策定

し、これに基づく取り組みを進めているところですが、人口減少が進むなかにあっても、住民

が将来にわたり安心・快適に生活できる「コンパクト＋ネットワーク」型の都市の構築を図る

ため、「栄町立地適正化計画」を策定するものです。 
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２．立地適正化計画とは 

（１）立地適正化計画とは 

立地適正化計画は、都市再生特別措置法に基づく計画で、人口減少・高齢化社会に対応した

持続可能な「コンパクト＋ネットワーク」の都市構造を目指し、居住機能や公共公益（行政・

文化交流）、医療、福祉、子育て、商業などの都市機能の立地と、公共交通の充実・連携の方

策を示す計画です。 

具体的には、居住の誘導を図る区域や都市機能の誘導を図る施設及び区域を設定するとと

もに、これらを誘導するための施策などを定めることにより、人口減少・高齢化社会に対応し

た「コンパクト＋ネットワーク」の都市構造へと緩やかに誘導していくための計画です。 

 

＜立地適正化計画に記載する事項＞ 

●⽴地適正化計画の区域 

●⽴地の適正化に関する基本的な⽅針（計画の基本⽅針） 

●誘導施設（都市機能誘導区域に誘導施設を設定） 

●都市機能誘導区域、居住誘導区域 

●誘導施策 など 

 

＜立地適正化計画制度のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「立地適正化計画作成の手引き」（国土交通省・平成30年4月） 

 

 

  

用途地域 

都市計画区域 

都市機能誘導区域 

居住誘導区域 

http://1.bp.blogspot.com/-7fpj8rbIkYw/UUhhhdZPRWI/AAAAAAAAO74/BnpLP-WFwT4/s1600/train_red.png
http://1.bp.blogspot.com/-h-jqRxRWp7o/UO6j15wYUUI/AAAAAAAAKmo/KN0WAhYNlDs/s1600/youchien_schoolbus.png
http://4.bp.blogspot.com/-YX1fcwkofmw/UOoiae5WAdI/AAAAAAAAKYc/lZJv6WbGooo/s1600/car_mogura_36.png
http://3.bp.blogspot.com/-B7oe4x6llFw/UUFxol28B7I/AAAAAAAAOyM/UD4uONn35NE/s1600/car_taxi.png
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（２）立地適正化計画に定める事項 

立地適正化計画では、「コンパクト＋ネットワーク」の都市構造を目指すため、必ず定めな

ければならない制度として誘導施設・誘導区域があり、その内容は以下のとおりです。 

 

1)誘導施設 

○住民生活の利便性を向上させるため、都市機能誘導区域に立地を維持・誘導する施設のこ

とです。 

 

2)誘導区域 

□都市機能誘導区域 

○医療・福祉・商業等の都市機能を、都市の中心拠点や生活拠点に誘導・集積することによ

り、各種サービスの効率的な提供を図る区域のことです。 

□居住誘導区域 

○人口が減少する中にあって、一定の区域において人口密度を維持することにより、生活サ

ービスや地域コミュニティの持続性が確保されるよう居住を誘導する区域のことです。 

 

＜誘導施設・誘導区域の配置イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

立地適正化計画区域（＝都市計画区域） 

■居住誘導区域 

 

■都市機能誘導区域 

■誘導施設 

※都市機能誘導区域内 
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（３）立地適正化計画の位置づけ 

立地適正化計画は、上位計画である「栄町第５次総合計画」をはじめ、「都市計画区域の整

備・開発及び保全の方針」、「栄町都市計画マスタープラン」等との整合及び調和を図りつつ、

今後の人口減少や高齢者の増加などに対応できる持続可能な都市の実現を目指します。 

なお、本計画が公表された場合は、町が定める都市計画が即すこととされている「栄町都市

計画マスタープラン」の一部とみなされます。 

 

＜立地適正化計画の位置づけ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市計画区域の整備、開発 

及び保全の方針 
栄町第５次総合計画 

栄町都市計画マスタープラン 

（都市計画法第 18 条の２） 

 

 

 

 

 

栄町立地適正化計画 

（都市再生特別措置法第 81条） 

個別計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

など 

医療・福祉関連 

子育て関連 

教育関連 

産業関連 

観光関連 

個別の都市計画決定（用途地域・都市計画道路など） 

都市将来像の実現へ 

即す 即す 即す 

即す 

連携 

施策・事業などの実施 施策・事業などの実施 
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３．計画の対象区域と目標年度 

（１）計画の対象区域と目標年度 

立地適正化計画（以下、本計画）は、都市計画区域に指定される町全域を対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画の対象区域 

 

（２）計画の目標年度 

本計画の目標年度は、人口減少・高齢化社会に対応した「コンパクト＋ネットワーク」の都

市構造の実現に向け、長期的な取り組みが必要なことから、概ね20年後の「令和22(2040)年度」

とします。 

なお、昨今の急速な社会の変化を踏まえ、概ね５年ごとに計画の評価・見直しを行うことと

します。 

 

目標年度 
令和22（2040）年度 

（５年ごとに評価・見直し） 
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４．ＳＤＧｓの推進 

（１）ＳＤＧｓとは 

ＳＤＧｓは「Sustainable Development Goals」の略で、平成27(2015)年９月の国連サミッ

トにおいて全会一致で採択された令和12(2030)年を期限とする先進国を含めた国際社会全体

の開発目標であり、持続可能な世界を実現するための17の目標と169のターゲットから構成さ

れています。 

国では、平成28(2016)年12月に「ＳＤＧｓ実施指針」が決定され、令和12(2030)年までにＳ

ＤＧｓを達成するための中長期的な国家戦略として位置づけられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 持続可能な開発目標 

（２）ＳＤＧｓと立地適正化計画の関係性 

本計画で目指す、持続可能な「コンパクト＋ネットワーク」の都市構造は、ＳＤＧｓに貢献す

るもので、本計画を推進することは、主にＳＤＧｓの目標11、13、17の達成に繋がるものです。 

 

 

 

○都市をコンパクトにすることで、子供から高齢者まで障害の有無に関わら

ず全ての人が便利で暮らしやすいまちを構築し、コミュニティを維持する

こと、また、安全な区域へ居住機能を誘導することで、安心して住み続ける

ことのできるまちの形成を目指します。 

○コンパクトな市街地の維持により、効率的・効果的な都市経営と地域環境の

維持・保全の実現を目指します。 

 

 

 

○コンパクトな市街地の維持とネットワーク化された公共交通の利用促進に

よって、化石燃料の消費量を削減し、都市の低炭素化を実現することで、地

球温暖化の防止に寄与します。 

○頻発・甚大化する豪雨災害の防止、被害の低減に向け、水害などに対する備

えを示します。 

 

 

 

○都市が抱える課題・目標を住民・事業者・行政などで共有し、解決に取り組

んでいくことを基本に、住民・事業者などが活動しやすい環境づくりへの誘

導・支援などを通じて、まちづくりに民間活力を取り入れていきます。 

 


